
三
河
国
八
橋
の
地
は
鎌
倉
街
道

が
通
り
、『
伊
勢
物
語
』東
下
り
の

段（
カ
キ
ツ
バ
タ
の
五
文
字
を
和

歌
に
詠
ん
だ「
か
ら
こ
ろ
も　

き

つ
つ
な
れ
に
し　

つ
ま
し
あ
れ

ば　

は
る
ば
る
き
ぬ
る　

た
び
を

し
ぞ
お
も
ふ
」）で
夙
に
有
名
で
あ

る
。
そ
の
八
橋
の
産
土
神
で
あ

る
日
吉
山
王
社
は
、
慶
雲
元
年

（
七
〇
四
）、
真
言
宗
無
量
寿
寺

（
現
在
は
臨
済
宗
）の
創
建
に
際

し
、
山
門
鎮
護
の
神
と
し
て
日
吉

大
社
よ
り
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
る
。
明
治
維
新
後
の
制
度

改
め
の
際
、
社
地
の
分
割
寄
進
を

う
け
て
、
八
橋
村
の
氏
神
と
し
て

独
立
、奉
祀
さ
れ
た
。
明
治
五
年
、

村
社
に
列
格
さ
れ
た
。

祭
礼
時
に
立
て
ら
れ
る
大
幟
の

揮
毫
は
江
戸
時
代
の
無
量
寿
寺
住

職
高
遊
外
・
方
巌
売
茶（
二
代
目

売
茶
翁
）に
よ
る
。

現
在
、
隣
接
す
る
カ
キ
ツ
バ
タ

公
園
で
例
年
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
、「
史
跡
八
橋
カ
キ
ツ
バ
タ
祭

り
」を
開
催
し
て
お
り
、
期
間
中

は
神
社
境
内
も
大
勢
の
観
光
客
で

賑
わ
う
。

境
内
社
に
は
、
神
明
社
、
八
朔

社
、
八
坂
社
、
天
神
社
、
杵
島
社
、

山
神
社（
二
社
）、
明
神
社（
池
鯉

鮒
大
明
神
）、
八
幡
社
、
秋
葉
社
、

白
山
社
、
諏
訪
社
、
稲
荷
社
、
春

埜
山
の
諸
神
を
祀
る
。

例
祭
は
当
初
一
〇
月
一
四
日

だ
っ
た
が
、
現
在
は
カ
キ
ツ
バ
タ

の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
五
月
の

上
旬
の
日
曜
日
と
な
っ
て
い
る
。

年
末
の
山
神
社
祭
に
際
し
て
は
、

夜
間
氏
子
総
代
に
よ
り
焼
サ
ン
マ

の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
る
。
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